
嶺南会場（敦賀） 嶺北会場（福井）

平成２６年１０月３１日（金）

会場
福井県立敦賀産業技術専門学院

敦賀市道口19-2-1
福井県産業技術専門学院
福井市林藤島町20-1-3

期日 平成２６年１０月２９日（水）

区分

発行日 平成26年（2014年）10月2日（木） 
発行所 福井県インテリア事業協同組合 〒910-0005 福井市大手3-7-1（繊協ﾋﾞﾙ内） 
ＴＥＬ 0776-22-0630 ＦＡＸ 0776-21-7658 E-mail：fukui-interia@wine.plala.or.jp 
URL：http://www.fukui.interia.net/ 

いんてりあ福井 
第201号 

Vol.35 
No.2 

 この講習会は、内装業者の資格として、建築基準法に定める内装制限に伴う壁装工事を施工する者の責任を

明確にし、「防火壁装施工管理ラベル」を貼付するための講習会であり、この資格取得者は１企業内に１名以上

置く事が条件とされています。尚、本講習会を受講されない場合は「壁装ラベル」の交付が出来ませんので、ご

注意下さい！更に今回は、消防庁から「防炎カーテンの性能確保」という書類の中でトレーサビリティの方策とし

て、裁断・縫製業者は防炎ラベルのかたわらに、補助ラベルを縫い付けるという作業が加わる為、そちらの説明

会も行います。縫製会社の皆様は是非とも防炎業務講習会のご出席を宜しくお願い致します。          

 Ыὃ 

  

 9：00～ 9：30 受付  
 9：40～防炎について 消防署 
10：00～壁装業務講習会 
10：30～職業病にならない為の体操習慣 

11：00～標準見積書における社会保険計算方式説明会 
13：00～防炎業務講習会 
15：00  閉会 
 
 

 Ў 

 更 新    ５，０００円 

 新 規    ８，０００円 
 非組合員 １０，０００円 
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 テキストをご用意します。 
 お弁当持参下さい。 
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生涯現役で仕事をしていく為にも、 
日頃の軽い体操が職業病予防に 
大変効果的です☆ 
 

【講師】 
（福井会場）ラジオ体操指導士 岩佐 良子様 

        ラジオ体操指導士 野路 恵子様 
（敦賀会場）ラジオ体操指導士 岩本 真由美様 
 
※軽い運動の出来る服装でお越し下さい 

       建設業法令遵守ガイドライン 

   ～元請人と下請け人の関係に関わる留意点～ 
       （国土交通省土地・建設産業局建設業課） 

これに基づいて、標準見積書とは？元請負人及び 
下請負人が見積時から法定福利費を必要経費として 
適正に確保する為には？この事についての分かり易い 
説明会を開催します。 
 

【講師】 
・標準見積書について 石井副理事長 
・社会保険計算方式について 
 社会保険労務士 白崎 由美子先生 
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九
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
一

時
半
よ
り
「
中
小
企
業
産
業
大

学
校
」
に
お
い
て
平
成
二
十
六

年
度
第
二
回
定
例
役
員
会
を

開
催
し
た
。
主
な
審
議
事
項
は

①
イ
ン
テ
リ
ア
月
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
②
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
実
施
に
つ
い
て

③
共
同
宣
伝
に
つ
い
て
④
県

「
技
の
祭
典
」
「
も
の
づ
く
り
体

験
教
室
」
に
つ
い
て
⑤
一
日
バ

ス
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い

て
⑥
一
人
親
方
労
災
組
合
員

制
度
に
つ
い
て
そ
の
他
の
報

告
事
項
と
し
て
①
建
専
連
理

事
会
出
席
報
告
②
青
年
部
会

報
告
以
上
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
。
 

ᴊ  ░ו

九
月
十
三
日
（
土
）
か
ら
十
五
日

（
祝
）
ま
で
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
に
て

「
越
前
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二

〇
一
四
」
が
開
催
さ
れ
、
当
組
合
も

三
日
間
出
展
し
た
。
 

当
日
は
野
尻
理
事
長
、
青
年
部
会

岡
山
部
長
、
西
村
副
部
長
、
八
ケ

代
部
員
、
渡
辺
忠
之
理
事
、
渡
辺

文
雄
理
事
が
出
席
さ
れ
来
場
者

に
エ
コ
商
品
に
つ
い
て
説
明
し
、

組
合
員
名
簿
の
配
布
、
ア
ン
ケ
ー

ト
 

を
実
施
し
、
一
般
消
費
者
に
組

合
を
知
っ
て
頂
く
活
動
を

行
っ
た
。
 

 
ま
た
十
月
二
十
五
日
（
土
）
、

二
十
六
日
（
日
）
に
は
坂
井
市

産
業
フ
ェ
ア
に
も
出
展
し
、
同

様
の
エ
コ
商
品
の
P
R
及
び

説
明
、
組
合
員
紹
介
等
を
実
施

す
る
。
是
非
と
も
組
合
員
の
皆

様
も
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
！
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   講師 
業界マナー、インテリアの歴史・・石井副理事長 
障子・襖張り・網戸実技実習・・・・渡辺忠之理事 
床工事の実技実習・・・・・・・・・・・大井康三氏 
壁装工事の実技実習・・・・・・・・・西原副理事長 

体験実習質疑応答・・・・・・・・・・・野尻理事長 
 

７月１４日（月）より２５日（金）まで「みんなの館さばえ」にて開催された 
第１回シニアワークプログラムが無事終了し、今回２４名の受講生に 
壁装、床、網戸、障子襖の技術講習会を行った。 
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7月30日（水） 第１回 福井県「技の祭典」打合せ会を事務局にて行う 
         西原副理事長、大井康三氏、福井県職業能力開発協会 

         松田氏、小辻氏、福井県産業労働部 白崎氏が出席した。 
 

9月3日（水） 第２回 福井県「技の祭典」打合せ会が県職員会館にて行われた。 
         西原副理事長、大井康三氏が出席した。 
 

9月18日（木）第３回 福井県「技の祭典」打合せ会が県職員会館にて行われた。 
         西原副理事長、大井康三氏が出席した。 

ᴛ 40 ḧ Ы 
◐►₲ Ῥṓ  
7月10日（木） 第7回 記念誌編集部会開催し最終読み合わせ、内容精査を実施 
7月17日（木） 記念誌最終確認 

         宇佐美部員、斎藤印刷水野氏が事務局にて最終確認実施した 
 

８月12日（火）記念誌発送作業 
         事務局にて役員が集まり記念誌発送作業を実施した 

п ₵ Ы 
9月10日（水） ものづくり体験教室説明会が県職員会館にて行われた。 
         西原副理事長、大井康三氏が出席した。 
 

Ộ ὂῬṓЫ  ὂῬṓ  

9月24日（水） 福井県中小企業産業大学校第一演習室にて開催された。 
         主な審議事項は①いんてりあ福井１０月号掲載内容について 
         ②組合ホームページの閲覧回数アップについて 

 

Ộ ᵃῬṓЫ ύ ᵃῬṓ  

8月29日（金） 組合事務局にて開催された。主な審議事項は①総務委員会にかかる

平成２６年度事業計画について②バス視察研修について③平成２７年新春互礼会に

ついて 

ジャパンテックスに行きませんか。

Ϊ ∏ Ѿ



ジャパンテックスに行きませんか。 
１１月12日（水）～14日（金）に行われるジャパンテックスに行かれる方がいらっしゃれば 
組合でまとまって行きたいと思いますので、事務局までご連絡下さい。 
今回も、リフォームに関する新しい資材の展示が開催されますので見学されてはいかがでしょうか。 
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  リフォーム需要の活性化は内装産業にとって死活の問題であり、今日の

活性化に向けた国の施策は最大の関心事であると言えます。中古住宅の

流通量は全住宅流通量の約１３．５％であるが近年少しづつ増大している。 

 「いいものを作って、きちんと手入れして、長く使う」社会へ移行することが 

重要であり政府としても中古住宅流通・リフォーム市場の環境整備を進めて

いる。 

その中から「中古戸建住宅に係る建物評価の改善に向けた指針」が発表さ

れた。紙面の関係で一端を報告しますと、戸建て住宅は新築後使用するこ

とにより価値が下がって行くものとして税法上の耐用年数に基ずき20年～

25年で建物価値がゼロとなる取り扱いが一般的である。より住みやすくする

ために行うリフォームは住宅価値に反映されない仕組みです。即ち経年に

より一律に市場価値が減少するというこの評価のあり方は、住宅本来の価

値を反映していないことになる。この現状を改善するために、人が居住する

という住宅本来の機能に着目しした価値「使用価値」を評価の対象とすべき

である。以上のような改善の方針が提言されました。 
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